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１．はじめに 

本工事は,水路式発電所改修工事のうち水圧鉄管撤去工事

伴う固定台および小支台コンクリート解体を行う工事であ

る.解体する既設構造物は急斜面上(最大傾斜θ=29°)に構築

されていた.一般的に、急斜面上での構造物解体は,仮設足場を

組立て,構造物を細分化して解体するが,今回の施工では重機

を使用して解体を行った. 

本稿は,重機を使用して急傾斜上でのコンクリート解体方

法に取り組んだ結果について報告するものである. 

２．施工概要  

(1)現場概要 

本工事の施工ヤード全景を写真-1 に示す.水圧鉄管延長

550mに固定台 6基,小支台 70基が構築されていた.小支台間

は床版コンクリートが構築されていた.固定台および小支台

の解体は,事前に水圧鉄管を撤去したが,固定台内部の水圧

鉄管は残置した状態で解体を行った.また,最上流部には導

水路からの河川水を受け入れる水槽に水圧鉄管が 5m 埋設

されていた.水圧鉄管等の重量物の揚重機械としてケーブル

クレーンを予め設置した. 

 (2)解体形状 

固定台および小支台の一般図を図-1 に示す.固定台は,解

体後に新設コンクリートを構築するため段切り状に解体を

行った.小支台は床版から突起した部分のみを解体し,床版

は残置する解体形状であった.図-2に最上流部の鉄管埋設部

の形状を示す.鉄管埋設部では水圧鉄管と水圧鉄管の一部の

周囲のコンクリートのみを解体する形状であった. 

３．施工方法 

(1) 固定台・小支台の解体方法  

重機が走行可能な傾斜角度は 30°であるが,走路が床版

上であると重機が滑動するため走行が困難であった.そのた

め,急斜面上の走路整備を行った.固定台の下流側から床版上に, 破砕したコンクリート殻を重機で敷き均した.敷き

均しする際,小支台の一部を残し,コンクリート殻の滑り止めとして利用した.写真-2に固定台の解体状況を示す.解体

に使用する重機はケーブルクレーンで小型重機を揚重し,固定台の上流側から解体を行った.上流側から固定台の上

部を解体し,固定台内部の水圧鉄管を撤去した.  

キーワード 固定台,解体,斜面,重機 

連絡先   〒980-0802 宮城県仙台市青葉区二日町 4-11 前田建設工業(株)東北支店 TEL022-225-8326 

延長L=75m
Θ=29°

延長
L=135m
Θ=28°

最上流部
(水槽)

延長L=260m
Θ=9°

延長L=50m
Θ=7°

固定台

ケーブルクレーン

写真-1 施工ヤード全景 

図-1 固定台・小支台一般図 

図-2 鉄管埋設部 
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その後,固定台の下流側から大型重機を使用して

所定の高さまで固定台を解体した.解体したコンク

リート殻は破砕し,ケーブルクレーンで搬出した.小

支台は固定台解体完了後、重機走路撤去時に解体を

行った. 

(2)鉄管埋設部の施工方法 

鉄管埋設部の解体は,一般的に鉄管部の周囲をコ

ア削孔し,コンクリートを引き抜く方法が多い.今

回の施工では,引き抜く際の重量が大きいため,ワ

イヤーソウによる切断と重機による解体を行った. 

解体状況を写真-3～6 に示す.解体する構造物は

老朽化が進んでおり,重機で解体すると構造物全体

が崩壊する恐れがあった.そのため,解体範囲を,先

行してワイヤーソウで縁切りを行った.ワイヤーソ

ウで切断後は小型重機で延長方向に約 1m 程度,コ

ンクリートを解体と水圧鉄管を繰り返し撤去した. 

 

4．実施結果  

(1) 固定台解体方法 

 急斜面上の重機走路は,破砕したコンクリー

ト殻を使用したが,コンクリートの骨材として

20cm 程度の玉石が使用されていた.斜面上の重

機走路に玉石が混在し,走路表面に玉石が露出すると重機が滑動

するため玉石も小割した.急斜面上おいて ,重機走路の厚さは

20cm 以上あれば重機が走行可能であった.固定台の上流側から

小型重機で解体する事で,複数個所での解体作業が可能となり工

程を短縮する事が可能であった.今回の施工では、0.2m3 級と

0.25m3 級の解体機械を使用した.0.25m3 級の機械は重量が大き

いため分解してケーブルクレーンで揚重した.組み立てる手間が

2 日間必要であったが,0.25m3 級の機械は取付可能なアタッチメ

ントの種類が多いため解体作業の効率が大きかった. 

(2) 埋設部の施工方法 

埋設部の解体は,予めワイヤーソウで切断する事で機械による解体が簡易であった.また,既設コンクリートが崩

壊する危険性もなく安全に施工する事ができた. 

 

5．まとめ  

写真-7 に固定台および小支台解体完了後の写真を示す.急斜面上で重機が走行する際は,コンクリートを破砕した

殻を敷均す事で走行可能となる.敷均す殻の厚さはおおよそ 20 ㎝程度で走行可能だが,殻の大きさを敷均し厚さ未満

にする必要がある.また,斜面上では,ケーブルクレーン等で小型重機を揚重し,構造物の上流側から解体する方法が効

果的である.急斜面上において重機による解体方法の施工事例が少なく,同様な工事を行う際の参考となれば幸いで

ある. 

写真-3 ワイヤーソウ状況 写真-4 ワイヤーソウ完了 

写真-5 埋設部解体状況 写真-6 埋設部解体完了 

写真-2 固定台解体状況 

写真-7 固定台・小支台解体完了 
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